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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また同時に，東洋濾紙pH試験紙を用いて爽麿の騰内

　　　　　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　容についてpHを測定した。

　Candidaは1839年Langenbeckにより発堤1されブこ　　　　　　　B　　睾起験成績

が，近年抗生物質の出現に伴い．菌交代現錬として　　　　培養により騰内容からCandidaを検ヒUし得た患蕊

のCandida症の発生が璽視されるに至り，大いに演　　　は被検数154名中22名で，その検出頻度ほユ4．3％に当

目されるようになつた。産婦人科領域においても，　　　る。それらについて，先ず年令と検娼頻度との関係を

Gandidaは今日トリ；モナスと並んで璽要な縢炎起　　　みると第1衷の如く，20才台では58例申7例（12％），

因菌とされ，膣内Candidaについて検索を行つた報　　30才台48例中9例（19％）、40才台32例中4例（13％），

告は少くないが，瞳candida症の成悶に関してはな　　　50才台11例中1例（9％），60才代5例中工例（2％）

お不明な点があり，必ずしも解明し尽されたとは云え　　で，殆んど全年代に検出されるが，検出率は3〔，オ代前

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後に高い。

　著者は本疲の実態を把握すると共に，Candidaの　　　　また妊婦，非妊婦別の検出類度は第2衷の如く，妊

騰内寄生条件を可良ならしめる環境の変化を追求した　　　婦46例ではそのうちユ1例（24％）に検出されたが，非

ので，本編ではその実態及びCandidaの性状と，主　　　妊婦では108例中11例（10％）で，検出頻度は非妊婦

として成因からみた菌交代現象とCandida症との関

係につき報告する。　　　　　　　　　　　　　第1表　　年令との関係

第1章ｨ購鶴慧欝　冨藤「・8・・　1　32…5旨5・

第櫛蔑灘内＿＿、畿麟％掃％1縣
　　　検出頻離びに幽・H　　　　第2表　妊．非妊との関係
A　実験方法

年令／・・代【・・代1・・代1・・t“1・・代1計

舗院酬科外来翻雌者の，ち，無選択　妊・非妊別妊一・・匪繍L童＿

的t・・zs4名から齢容雄中央購・囎菌繍・て　被検数　・6　・・8｝154
採取し，SabQuraud平板培地（以下S平板）に37°C，　　　検　出　数

48時間培養後発生した集落よりCandidaを検出した。　　　　検　　出　　率

11

24％

ユ1

1〔，％

22

14％
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より妊婦に多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　Candidaの消失と共に自覚症状もまた消退した。即

　次に膣内容とpHの関係は第3表の如く，　pH　4．8以　　　ち，　Pcの使用により明らかにCandidaの1最現は促

下の性状の良好な騰内容からは40例中li例（28％）の　　　進される。一方トリ＝　’qイシンK騰錠投与では，　M例

高率に検出されるに対して，pH　5．0～6，8の腔内容か　　　中1例（7％）にCandidaの出現を讃1めたのみで，

らは87例中9例（10％），pH　7．0以上では27例中2例　　　他に治療中CanClidaのあらわれた例はなく，またオ

（7％）と性状悪化に伴い順次低減している。　　　　　　バホルモソパスターの併用によるCandidaへの影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は殆んど認められなかつた。

　第3表　　　腔内容pHとの関係　　　　　　　　　　　第3節　抗生物質のCandlda発育に及

・・　一…！…一・・・・…一一1計　　　ぼす直接的瀦

被検数
検出数
検出率

4〔｝

11

28％

87

9

ユo％

27

2

7％

154　　A顯方法
　22　　　　　撒塞保存のCandid乱albicans　3063株（以下C・

ノ／　　　　alb．）のS平板37°C，24時間培謎1由命珂をPH　54

　　　　　　ユ％　Glucose－Peptone　水　（以FドG，－P・フk）　3　ane　r，1：痔鳴

　このようにCa1ユdidaは，憔状の悪い腔内窩よりむ　　　37°0，24時闘培墾後滅繭生理食塩水で10㎜5に稀釈

しろ良好な騰に検出率が大であることは注意さるべぎ　　　し，その菌淫遊ma　O，ユ紹をS平板培地上に，37°C，48時

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘培義したもの，及びその繭浮遊液0・1認を鍵にユ％

　またCandida検t，t二i症例の自覚症状としては，22例　　　G．－P．水中に37°C，24時間培鐙し，10開3稀瑠運後0．魏6

中7例（32％）に帯下増加，外陰部演痒憩，外陰部熱　　　をS平板に阿様培養したものの炎々の発生纂藩数を対

感等を認め，妊婦でに11例中2例（18％）に，非妊婦　　　照とし，水溶性ペニシリン（Pc）500雌偉，5単僚，

では11例中5例（45％）にこれらの症状がみられ，i発　　O。6単位，ストマイ5㎎，50γ，6．2γ及びPc　300栄

癒頻度は妊婦に比し赤妊婦に高蹄くであつたq　　　　　　　位。ストマイ2㎎混含の各繍濃度の抗生物質を，平板’

　　　第2節　抗生物質・ncストロゲン局所　　　　　　　培地においては10廟5稀釈，液体培地においては10－’s

　　　　　　投与による渥細菌叢の変動と　　　　　　稀釈後混合して上寵対照と同一条件で壇養し，その発

　　　　　　CandlClaの出現　　　　　　　　　　　生纂落数から，これら抗鮎物質のCandida発育に対

　　A　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　する直擾的膨響について観察した。

　信大病院産婦人科外来を訪れた非特異悔帯下患藩　　　　　B　実験成績

30名にぺ＝ギン膣錠（Pc　50，000単位含有），トリコ　　　成績は第5袈の通りで，　Pc各濃度添加群の発坐集

マイシンK腔綻各1錠宛，オバホルモソパスターユ9　　落数平均値は，平板培地では対照131に対し5単位

（Estradiol　2，00Q単位含有）等を慨むね連臼膝内に投　　　ユ35，0，6単位128，また対照234に対し500単醜326，

与し，騰内容をS平板及びZeissler平板に37°C，　　　液体培地では対照IO7　eこ対し500単位74と何れも対照

48時間培養して発生した集落から釣歯し，単染色及び　　　に比し大箆なく，スト　’？イ各濃慶添加群の発生集落数

グラム染色を施して縢細菌叢の変動とCandida出現　　　平均値でも，平板培地対照131に対し50γ131，6・2γ

の状態を観察した。　　　　　　　　　　　　　　　　122，また対照234に対し5解300，液体培地では対

　　B　爽験成繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　照76に対し5mp　53であり，　Pc　300単位とストマイ2

　成綴は第4表の如く，先ず全般的に腔内細菌叢の変　　　7昭混合例では、対照74に対し82と何れも発生集落数は

動をみると，治療前には球菌類を主とするものが多　　対照と火差がないのみならず，集落の大小，形状にも

く，DOderlein腔桿菌その他の桿繭が主として認め　　　殆んど差異なく，これら抗生物質のCandidaに対す

られるものや培地に集落を生じないものもある。しか　　　る直接的な発育促進作用は認め難い。

し，前記薬剤の局所投与によつて大多数に細菌叢に変　　　　　　第4節　分離Candldaの同定成綾

動がみられ，終始変動を示さなかつたものは極めて少　　　　A　爽験方法

数例に過ぎない。　　　　　　　　　　　　　　　　著看が，主として自覚症状を有する患着27名の腱内

　次にCandidaの出現についてみると，ぺ＝ギン騰　　　容から分離したCandida　28株を，概ねMartin等の

錠使用例では，16例中6例（38％）に膝錠1～4画投　　　同定法に従い，④成熟集落の性状（S平板，S血1液寒

与後（1圓及び2回投与後各1例，3回及び4圓投与　　天平板37°C，10日培養），＠ガス産生並びに繭膜形成

後各2例）Candidaの出現を認め，内4例は自覚症　　　（Sブイヨソ37°C，3日培養），㊨菌糸並びに分芽

状が増悪し，トリ＝マイシンK膣錠の治療に切換え　　　胞子形成（馬鈴薯培地37°C，4日焙養），㊥糖醸酵
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　第4表　　　薬剤投与による細菌叢の変動とCandidaの出現
薬
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　第5表　　培地内Pc，ストマイ添加のCandida発育に及ぼ・3“影響

平板培地（発生集落数）

実験

番号

1

2

3

4

5

対照

11

94

／0〔｝

271

181

平均1131

ペ　ニ　シ　リ　ン

・・／副・．6・／me

13

103

94

288

176

　8

110

97

210

215

ス　　ト　マ　イ

50γ／m6　　6，2γ／m6

　6

91

97

267

195

　9

78

ユ31

229

164

135i　128113月122

実験

番号
対照

　6　　271

　7　　181、

　8　　303

　9　　261

10　　134

平均1234

べnシリンストマイ

5（、〔〕Ll／彫　　57躍罫加6

3〔〕5　　　　　　　253

2〔〕6　　　　　　197

446　　　　　　　・t67

447　　　　　　　387

224　　　　19S

326i　3e・

液体培地（0，1me　司二i’f2i数）

実　験

番　号

lt

12

13

対　照

77

88

156

ベニシliン

50〔〕u／3m6

65

59

98

平均11・71　74

爽　験
　　　　対　照
番　母

141　56
　　1
15　　　82

16　　　91

ス　トマイ
51ir2／31n6

　　　41

　　　39

　　　81

平均t76　1　53

雲　験
　　　　対　照
番　母

　17　　　56

　18　　　97

　19　　　79

平　均

ぺ300u
ス　21曜／紹

　　　91，

　　　84

　　　70

74　1　82

（Guerra氏法370C，10日培猫），㊥糖利用（合成越　　　pH　5，669．3，　pH6．0100，　pH　6．655．9，　p｝17．050

礎寒天37°C，2日培喪）につき検査して同黛を行つ　　　であり，液体培地における平均発生蠣落数｝ま，pH　3，6

たo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－C・e’X136．5，　pH　4．016ε～．5，　pH　4．6　500，　pl－【5，0441，

　　B実験成績　　　　　　　　　 pH　5．6206，5，　pH　6．0302，　pH　6，6165，　pH　7、O　l50

　礁績は第6裏の如く，本結果から23株（81％）が，　　　で両培地共にpH　4．6～6．0において発奮が旺盛に認

C，　albicans，　3株　（10％）　ヵミJorulopsis　glabrata　　　　めらオL，　Candida　¢kl七唯瞳白勺酸｛生を盟｝す『る1難に．審鋭｛爽

その他C．1〈rttsei，　C・tropicalis　1株（4％）と同　　　息しやすいことがうなづける。また発育に堪え得る

定され，分離薗株の大多数がC。albiCansであるa　　　pH域もかなり広いことが推定できる。なお，　pHの

なお，このうちのC．tropicalisはC．　albicansと　　　差異による繁落の形態的変化は認められなかつた。

同一患春から同蒔に分離されたものである。　　　　　　　　　　第6節　小　　措

　　　第5節　CanCifdaの発育至適pH　　　　　　　　　1．外来患巻154名中22名の膣内容中にCandida

　　A　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　を険出し，その頻度は14．3％に幽る。年令別で依，

　Mclluaine　BufferにPeptone（1％）及びGlu－　　20才代12％，30才代19％，楼0才代13％，50才代9％で

cose（4％）を添加した液体培地をpH－meterにて　　　20～30才代に多く，妊婦・非妊婦別では妊婦24％，非

測定して各段階のpHとし，本章第3節の実験時使用　　　妊婦10％で妊婦に多い。また膣内pH4．8以下の酸性

の菌浮遊液と同様に作成したC．alb，の浮遊液を添加　　　腔からの検出率28e／ol：対し，機内pH　5．0～6．8では

培養し，その発育至適pHについて観察した。なお平　　　10％，　pH　7，0以上では7％の検出率を示した。肉覚

板培地は，各段階のpHとした液体培地と同一組成の　　疲状を有するものはCandida検出症例の約3分の1

25％寒天平板を使用した。　　　　　　　　　　　　　に認められ，妊婦（18　e％）より非妊婦（45％）に多

　　B実験成緻　　　　　　　　　 いo

　各pHの液体培地及び平板培地におけるC．　alb。の　　　　2・トリロマイシソK｝睡錠使用により，臆内に

発育状態を菌数（発生纂落数♪にて図示すると夫々第　　Candidaの証明されたものは14例rlU例であったが，

1図及び第2図の如くである。　　　　　　　　　　　ぺ＝ギンを使用した場禽には16例中6例（3891e）に

　即ち，液体培地における平均発生輿落数は，pH　3，6　　Candidaの田現を紹めた。わ’‘生物質使用時には，小

では100，pH　4，　06L　5，　pH4．6259，　pH　5．0205，　　　球菌，桿菌，　D6derlein腔桿菌等縢iプヨ細菌叢に薯し
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第6表　　　　分離菌株の同定成績
糖 醸 酵 糖利用一凹｝

Poteto
Q

Agar
顧

No， S－d寒天 S－d1丘腋寒天 S－dブイヨン e 同　　　　簸
馨 羅 § 婁 器王o

B　　T P §o 慧渚 §の 誉菌 靭oe

一一國一一」 P
噂 P ，

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

召9

20

21

22

23

クリーム様

クリーム様

白色

クリーム様

クリーム様

白色

クリーム様

白色

白色

クリーム様

白色

クリ…ム様

クリーム様

クリーム様

白色

肉色

クリーム様

クリーム様

白色

白色

クリーム様

白色

クリーム様

クリーム1栄　　 曝班藁ガ’ス　（一）

灰白色　　　　　菌膜ガス　（一）

灰白色　　　　　　　　1諭膜ガス　　（一）

白色クリーム様　菌膜ガス　（一）

灰白色　　　　　　菌膜力“ス　（Wh）

灰白色　　　t　菌膜ガス　（一）

灰白色　　　　　　　　菌膜ガス　　（一）

灰白色　　　　　　　　僅田莫ガス　　（一）

灰白色　　　　　繭膜ガス　（一）

灰白色　　　　　菌膜ガス　（一）

灰肉色　　　　　構i膜ガス　（一）

クリー一ム様　　　繭膜ガス　（nv）

灰白色　　　　　菌膜ガス　（一一

灰白色　　　　　　菌膜ガス　（ew）

灰褐色　　　　　　菌膜ガス　（一）

灰白色　　　　箇膜ガス　（一）

クリーム様　　　 薦膜ガス　（一）

白色　　　　　　　　　　’菌膜ガス　　（一）

離　　1灘ガス（．）
灰白蝕　　　　1菌膜ガス　（一）

灰白色　　　　菌膜ガス　（一）

クリーム様　　　菌膜ガス　（一）

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　・ト

十　　十

十　　・ト

十　　十

十　　十

十　士

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　士

＋1＋

　　　　　　　　　　　　　　　は

　　　　　　　　　　　　　　　‡

灰舶　　i菌脚ス（一）け

‡食：

：：盤

‡盤

‡慧

市AG

掌

掌i盤

AGIAG
食ヨ盤

　　1

＋iAαAG
　l　「
十

十

＋国士
＋Fト
＋1＋

絹＋
十　　十

十1十
　1

盤IAG

AG
盤’

瓢G
　　　AGIAGl

AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
AG　A
　　A
　　A
　　A
AG　A
AG　A
　　A
　　A
AG　A
AG　A
AGIAl－
AG　A
AG　A
　　A
　　A

　l
－1－
＿i＿

一1

C，　　a1｝）icans

（81％）

24　白色　　　　灰白色　　　　　 菌膜ガス　（一）　＋

25　クリー一ム様　彦i（白色　　　　 藤膜ヵ＾ス　（＿）　＋

26クリーム様クリーム様　　菌膜ガス（一）＋

271・・一ム様灰艶　陣膜（釧・
28レ・一ム劇樹鰍　陣隙・（・）1・

G
G
G

トトAト

十

十

十

ト「ト
一1・IAGIAGIAG卜

工　glabrata

1・・K…e・

　　S－d：Sabouraud　　B：分芽胞胞子形成　　T；來端厚膜胞子形成註｛

　　P：偽菌糸形成　　A二酸産生　　G：ガス産生

C．　trOpicalis

い変鋤がみられ，℃andidaの出現には，これと拮抗　　　は，　C．　albicans　23株（82％），　Jorulopsis　glabrate

的に伶用する隆内細薦の消長が重要な関係を有するこ　　3株（10％），C，　Krusei（4％），　C．　albicansと同

とがうかがわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　時に分離されたC．tropicalis　1株（4％）で，　C．

　3．Pcストvイ等を添加した平板培地，液体培地　　　albicansが圧倒的に多L・。

では，非添加培地との間にCandida発育上の艶興は　　　　5，　C．　alb、に，液体培地，平板培地共にpH　4，6

殆んどみられず，抗生物質のCandidaに対する直接　　　～6．　0の酸性mecliUinにおいて発育が最も旺盛に認

的な艶育促進作用は認められない。　　　　　　　　　　められ，また発育に耐え得るpH域は比較的広いこと

　4．膣内容から分離したCandida　28株の岡定成績　　　を認めた。
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第1図各pH灘培地におけるC、。did、の　　　第櫛D5de”lel・麟皐菌のC・・did・
　　　発育　（菌数，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発育に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　爽験方法
300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．alb．の1自金耳をHeiln培地5認に37°C，24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時闘増菌し，これを1主三理食塩水で10－5稀釈した菌浮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊液0，5紹を2％寒天加Heirn平阪に．37°C，48時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培獲し，発生した集落数を対照として，予めHeim

200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培地に37°C，24時間培養したD6der工ein騰樺菌1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】［，H［型菌浮遊液0・1紹な」二ll己対照群0．5盟召菌浮遊液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と共に混台培養し伽炎々の発生集落数な比較した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　実験成績

　lOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成績は第7袈の如く，　Dδder】ein縢桿菌1型の発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生集落数は，4圓の爽験において夫々3，se），258，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　284，平均値158，ユ【型においては5，82，242，354，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値171，ll【型においては5，76，201，31、4，平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値149，一一・Vi，対照においては4，8〔｝t　254，279，平

　　PH　36　4D　4fi　50　S6　60　66　7D　　　　　j句億154であり，噛縢桿菌1，皿，　IH型共藁落数鳳対照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，くらべて殆んど震黒はない。また集落の形熊にも特

第2図　各pH平板培地におけるCandidaの　　　に変化は認められない。以i：からl　D（Sderlein縢梼三

　　　　発育　（菌数）　　　　　　　　　　　　　　　歯に，Candiclaに対して帖抗的に．も共楼的セこも作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しないと…無えるo

500　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表腔桿菌岡時培養のCandlda発育に及ぼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す影響

400　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爽験　　　　　　　　　縢　　　桿　　　薗

300

翻対照・麺下型τr藁1
1　　　　　4　　　　3

2　　　　80　　　　86

4　　　279　　　284

　5
82

242

354

　5
76

201

314

・・o @　　　　　　　勒11・411581171｝149

　　PH　36　4D　46　5n　55　60　65　7n　　　　　　　　第2節　大腸菌のCand置da発育に及ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　実験方法

　　　　第2章各轡晒醗鞭のCa・dlda　　　本糊1欝纏より髄されたE，。。li　S／6及び
　　　　　　賄【こ及ぼす影響　　　　　E．・CQIi　FC．2を使肌，央々の37・C，2塒間，譲の

　前寛の実験により，腱内Candidaの突態，性状を　　　1白金耳を滅薦生理食塩水IOmela浮遊させた繭浮遊液

明らかにすると共に，縢においても，CanCtidaの出　　　o．1彫を，前者s平板に，後者はsブイヨンに，前輩

現には，これと拮抗作用を有する細菌の消長が関係　　　第3節の実験におけると同様にC・alb・浮遊液と混合

する如く思考されたので，Candida拮抗菌の存在を　　　培養し，同一条件でC．　alb，のみ培喪した対照とその

確かめるため，本醗においては膝内常住菌とされる　　　集落数を比較した。

D6derlein膝桿菌，大腸繭，その他各種細菌を同時　　　　　B　実験成績

培養し，Candida発育に及ぼす影響について爽験を　　　　成績は第8表に示す通りで，　S平板にE．　coli　s／6

行つたg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を混合培養した際のCandida集落数の平均値ば対照
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209に対して104を示し，SブイヨソにE，　coli　FC－2　　分譲されたKlebsiella（以下K1，），　Staphylococcus

を齢培凱た際も・対照の83・tl・対し・7と一k腸齢　 ・1b。，（以・1・　St．・、lb，），　St。phy1。c。ccu，　20gP（以

磁によつてC・・did・の発鰍或る搬抑1　1され　下・St，・2・gP），　St、phyエ。c。ccu、　cit，e。，（肝St，

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cit．），　E．　coli　FC－1及びE，　coli　FC．．2な用い，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pHの測定はpH試験紙セこより，含糖111：は’i’es－・tape

　　　第臓大　騨同時培蕪時のC・alb・　　　によつた。

　　　　　　　鰍数（s培地）　　　　　次に子’醐縮表1銘の縢内から分離した1麟株

培

地

づ：

プ

ロ

1

平
板

サ
ブブ

Pイ
iヨ
　ン

実　験

番　号

1

2

3

平　均

対　照　慕c°ix．　　　講謀鳩織獺1浬劣饗高機；。毛論驚鰐

　　　97　　41　　　発育に対する勝糖みた。
　　226　　　　131，　　　　　　　B　突験成績

　　303　　　　139　　　　　　　先ず，K1”St．　alb．，　E．　coli　FC・－1，，　E，α）il　FC－2，

l　l2　3］　・lb・は1％G－・水に・1働と…轍概・と第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9衷の如くである0
　　6　　　　　　76　　　　　15

殉83「丁　舎髄扇蒙懲欝，畿隷n器S謡弊躍l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c。li　FC－－1・E・c・li　FC－21｝qつて強く抑制され7．，

　　　i6可……籏『　　㍊課識錨霧繁瞥撫麟緯騰謡

また・大踊と齢膿レ牲じたC・・did・喋　が，　St・2。gP、　St．・it、によつてO・X・C、。did。剛す

灘対照にくらべてやや小さい・　　　　　る発翻職瑠めら撫い。
　　　蜘節各麟晒のC・・did・賄に　　　ナ鱗72時1腋のpH艘動（カ・・隙】％G．．1）
　　　　　　及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　水単独培養）は，C・alb．　pX－1　4．4（4．4），　K1．4，6（4．2），

　　A鰍方法　　　　　　　　St…lb・4．2（4．。），　E，c・1i　FC－14．4（4．4）、　Et
前節の鍬で，大11脳の或る株がC・・1b・の擶を　・。li・FC－24．4（4．4），　St．2・gP．4．2（4．2），　S、。it，

㈱することを知粥たので・膣内レ・屡嬬められる　・・4（5・6）赫し，訣・の徽びC、。d1d。齢培ゴ髪

大踊属・ブドウ購・ついて剛漿にC・・did・剛　騨嬬養との間にも殆んど韻嬬めない。ま嫡

する拮盤の撫鹸する一方・培地のpH及び舗　羅はt繍のC．・alb，・％，　X〈1．・，25％（・％），

mの変化をも縦した・　　　　　　S・…lb．・、5％（・％），　E、・c・1i　FC－1・．2・％（。，5

使用齢は・本学細欝灘及び小児傘1轍室から　％），E・c。1i　FC－2・．25％（・．・％），　S・．2・gP。．、％

第9表　　’　斉聯購のG・・dld・発育tl。及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S培地）

ひミここ遷蕪

　　　　　pHこ＼
菌　　株　　糖

＼町画F24時間
混　　　合　　　培　　　養

集落

対照（C・・lb・）13・8．・

K1，

S七．－alb，

E．coli　FC－1

E，coli　FC－2

St．－209P

St。－cit

　0

　0

　0

　0

ユ20

236．5

・囎％

5，4

4．8

4．4

4，6

4，6

4．8

5．6

0．5

0．5

　1

0，5＞

　1

0．5

Q．5

48時　間

簗落

22850

　　0

　　0

　　0

　　0

3600

12950

國糖％
　1　　隅
4．60，工

4，60．5

4・2P1
4・40．5＞
4．6［0．5

4．610．5

4．4i。．25

　「

72時　間

ews　l・購％

i8000

　　0

　　0

　　0

　　0
10750

工4150

・・4
P・

4．60．25

4．20，5

4．4』0．25

4．40．25
4．2卜 O．1
4．4｝o

　l

単　　独　　」吝　　i鰻

241時1絹

・Hl糖％

5．4

詑

：：l

l：／

1

1

1

11，

1

ユ

1

48時間

・購％

72正蒋旨艮弩

・Hl糖％

註：単独培・獲の際の対照には1多6G・－P水を使用

…1・5・4巨
4．4　 1　　4．2唱　ユ，

4，2」　1　　　4．0　　1

1：ll：ll：19：9

1：IPI鷹1：1

拮

抗

十

十

十

十

十
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（0．5％），St．　cit．0％（0．5％）を示し1単独培養で　　　domonas　aeruginosaと同遣された）の計15株につい

は一一般に糖ll！1貨1辻は少く，混合培餐では，　St．209p，　　　て，　C．　alb．に周’する！ill抗f乍用を検した成績は策LO嚢

St．　cit，等Candidaに対する拮抗性の認められない　　　の如く，対照集落数100に対する発生纂落数6．2（渋

菌株にむしろ糖il肖費最は大であつた。　　　　　　　　　谷株），11，4（菊地株）、1］．．　9．（白沢株），12．8（金子

　以上のpH及び含糖撮の変化を。各薗株の単独培護　　　株），14．2（小口株），14．8（塩原株），19．9（藤沢株）

時と，混合培嚢にてCandidaの発育を抑制する群　　の攻11ぎ比鮫的強い拮抗作川を示すものを認めた⇔なお

と，抑制しない群とに分けて闊示すると第3図及び第　　　P，caeruginosa（塩1颪株）の醍合培叢によるCandida

4図の如くである。単独培鴛の場含には，抑制群と非　　　発育1111制作用は銘H褒の如くであゐ。

抑制群との間にpH，含糖鍛共に著しい蓬は認められ

ないが，混合培撞の揚合には，両潜間のPHの餓は薯　　　　第4図　　　含糖　」藍　の　変化

明でないが含糖Ll，ll：にかなりの露繋を認め，糖の消費は　　　l　　　　　　　　　　　　　　　K！

非抑制群に大である。これはCandida自らの消難に

よるものと考えられる。即ち，CaZiclidaの発育抑制

には，その栄養索である糖の消蟄が驚要な要素となる

ものではなく，従ってCandidaに対する桔抗現象に

％

は，蝿鱗の競り合いとかPH¢）変化以外に・拮抗菌　o．5

の代謝と関係ある別の要素もまた閨与することが推驚

される。

　次に予富頸癌患潜15名の1擁から分離したグラム陽性　　　O’25

薗9株及びグラム陰性菌6株（この内塩原株はPseu－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．1

Sレ（コit

Fc・1（Fc・2）

St・209P

第3図　　pHの変化　　　　　　　　　24　　48　 『72時聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

5

4

6　PH

5

4

4

Fe・1（Fc・2）

1〈　e，．St　209P

Sレa】b　　　　　　　　　O5

24　　　　48　　　　　72・　時間　　　　　025

PH

Gl

　　　　　　　　　　　　　　K‘
　　　　　　　　　　　　　　Fc・1（Fc・2）　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　Sレalb
混合培養　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
（抑制群）

24　　　　　　　　　　48　　　　　　　　　　72　　時間

05

St－aib

　　　　　　　　　　　　　Fc4（Fe・2）

混合培養　　　　　　　　　　Kt
（抑制群）

24　　　　　　　　　48　　　　　　　　　72　　　　　　時　　間

　　　　　　　　　　　　　　St’cit　　O25”　混創鰹
混合培養　　　　　St：209　P　　　　　（非抑mupt）
（非抑制群）　　　　　　　　O，1　　　　　　　　　Sレ209P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St．cit

　　24　　　　48　　　　72　時間　　　　　　　　　　　　　24　　　　48　　　　72　　　晦問
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第10表　　頸癌患者腔分離菌の拮抗作用　　　　　　　　　　　　第3章　細菌培養濾液及び抽出物質の

No，

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

菌　　株

金　　　子

白　　　沢

樋　　　口

渋　　　谷

中　　　村

塩　　　原

筒　　　井

田　　　島

小　　　r：1

藤　　　沢

中村トメ
杉　　　田

上　　　手

ζ

ヱ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

制li：
　　　　　［

纂落発生率　　　　　　“、＝htt　．、　、　　　　　　　　　　　　，
CmnCltCta発育に及ぼす影響

形態 i対」照lo｛｝文寸員二藤｛）、；：1貌瀧集1，り讃警欝、£辮羅

繍菌　i　ll：1　雛読鷺総際慧1簗額み簾灘象1瀦爺

　　　　　　
舳　i・73・・3　によるもので喩く，細齢代謝略州・肌叡
撒　「　6・2　ら滴ので，繍・おい一ぐは，細菌職燃のC・n－・
顯一駈1・・d・附・・多響轍・・贈・・11菌・・　・・，

燃　 11。9、・　灘より働擁〔の蜘膿験蜥つた・
小球菌1・r…　　第櫛培魏液のc・・CilCl・　［こ対す・
小球菌　　　1　　14．2　　　　　　　　　抽抗性

小球菌119．　9　　A郷筋法
小燃　i79・8　鰍は醐晦儲働ら分離燭臨小・1，鰍
球菌　，1，18・。　の3i撒及び垢源，容耕一・附株（以上MIV），灘、
小†！　菌　i77・4　【圭1汎金子樋・株（以一lt・B群），　P．　aer。、、・in。、。　3，

1：麟ill：1整・・・…1b…c・1－・・…li・F・一・の各

　　　　　1　　　　　　　菌株を使用し，培地は1％G－P水を用いた。即ち，

　　　　　　　　　　　　　　上詑各薦株及びA群，B．群をユ％G－P水20〔工脱1中

第1懐P・ae・・gin…（塩原株）の勧℃1儲1　　に37・C，48～72　舗」培鍛遠，ら沈醐＿そ吐融

（C，alb，藥落数）　　　　　　Se玉tz細i欄過器（N。。85灘）e。より濾過後Te、一

　　実験翻ld皿1］［　1　ivlVl勒　・・p…て離働朧し，ほ・ま1％・　i肌・職

1棚襯繍郵…箱印冨、8♂皿下「碗　燃蠕た・
C．・1b．単独縦542326756548．6　なお・予腋験にて・ユ％G－P水にC・・1b・の任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意濃度の菌浮遊液を作り，増数稀釈し，計鋪：窺法にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌数を計算し，各々Leitz　Photometer｝こて選光率

　　　　第櫛小括　　　　　　　を読み調数撫紙上存・直鰍勲傑つ透光細～go
　　1・CandidaとD6der1ein腱桿菌との間には特に　　　％が最も正確な測定態を示すことを認めた（Filter

撒作融認めず，ま嫉灘脇認めら繊い・　535）．勲C．・lb．は37・C，2塒　　S職埋鑓の、

　　2・燗菌のS馳齢培養にお・・て・C・・dida　醗恥1％G－P水3彫・㍑とり，37℃，24郡匙培

鱗数は・報腋㈱鞭共に・対照にくらべ鵬　搬坐理食燃で・・一・轍し，その・，・。eを、％G．

　かに少く，大腸菌の混在はCandidaの発育をかなり　　P水3紹に浮遊させたものが，濾液を3：1の舗合で

抑制する・　　　’　　　　　　添加し湖合適当髄光率をhrs・　一；．．こと蜘つたので，

　　3．各種繭株のうち，Candidaの発育を抑制する　　　以下この方法によりi漿験を行つた。

　菌株群にCandidaの栄養源である糖の消費が特に強　　　　なお菌の培狸状態をみるための透光率は，1％G一

いとは猷ず，この齢・Hにもlyti係がみら傭い・　P水｝・おけ碓光率を…とし湖合の瀦締分比

従つて・これ礪株のC・・did・に対する拮抗作用に　であらわした。

は・必ずしも栄麟の消繊はpHの影響が主な原因　　B撒轍
　をなすものとは考えられない。　　　　　　　　　　　　　先ず，菊地t小m，藤沢株の各培養濾液を添加し培

　　4・Candidaの識さ灘い鵜顛1翻灘から　凱醐合の鰍は第・図の1、r1く．透光紺，24rwptS1

分離した礪（彌雑菌）の鐡に，S・」tha地への飴　後，菊地株・5％小・襯％，鰍株・・％燃、。

培泳よりCandidaに鋤・蹴㈱を討ものを　％，48・1・rf間後，勲株25％小・株2・％，鰍株25
認めたが・その内の1株はP・・e・ugi・。・aであつ　％，対照・7％，72時1腋，菊鰍・・％，　x」、　I　I株2。％，

た・　　　　　　　　　　藤沢株21％，対照15％を示し，噛襯も培地に爽。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の培獲濾液を添加した場合の透光率は対照にくらべて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やや高い。
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第5図　菊地・小口・藤沢株培養濾液添加の　　　　　　6図の如くt24時聞後の透光率はK1．46％，　E．　coli

　　　　Candida罪育に及ぼす影響　　　　　　　　　FC－156．5％，　E。　coli　FC－256％，　St．　alb．50．5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％、対照5L5％。48時間後の透光率はKl．22．5％，

R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．coli　FC－132％，　E．　coli　FC－223，5％，　St．　alb，

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．5％，対照26，5％，72時閲後では，K1．20％，　E．
　、
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cQli　FC－1　28％，　E．　coli　FC－220％，　S七，　all）．23

　　F、　　　　　　　　　　　　　　　　　　％，対照22％で，E．　CQli　FC・－1においてわずかに遊
　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　＼　　　　　　　　　光率の増大がみられた他は・∫鰹濾液添加こよる透光
　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　編の変化は殆んど認められなかつた。先きにS培地に

　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　同時に培難した際にはCandidaの発膏が薯しく阻霧

　　　　　　’・　　　鰍　　されたにも拘らず・　G・・P水1審繍徽の添鷹よつて
　　　　　　　＼　　　　　　菊地　　　　　は影響が殆んど認められないのは使用培地の捌異によ

　　　　　　　　”・・　，　一一　小゜　　るものと叛られる・

　　　　　　　　　　　　　、　一■．．

　　　　　　　　　　　　　　対1照　　第咽大鵬鰍ぴSt、、1b．鞭灘漁の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Candida　発育｝こ及ウまつ殉駄ξ響

24　　48　　72時間　　10。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　またA群，B群の培養濾液を添加した培地における

C．alb．の発育は第12裂の如く，　A群濾液添加の透

光率は24時間目60％（菌数ユ2，000）・64時間目選光率　　　　50・

32％，B群濾液添加の透光率は24時間目50、2％（菌数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
19，000），64時間目28％で，対照の24時間｝ヨ34・　8％（菌

数35、000），64時間目20％彫こくらべて透光率は大であ　　　30

る。

　P．aeruginosa培養濾液によつても，第13衷の如く
（カツコ内対照），24時間後29．0％（18，3％），48時間　　　　20

後27・。％（・6・・％）・72㈱後27・・％（1S・・％）と透　発

光率はかなり高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　率

第12表　A群，B群培養濾液添加のCandida

　　　　発育に及ぼす影響

N、　　　　　　Fc哨ユ
　、　　　　　S卜nlb
　　　　、、．C，nib

　　　　　　Kt，Fc－・・2

24　　48　　72時聞

粛一型望．24騨瀦率

分離菌株濾液A　60．0（12，000）

分離菌株濾液B　50。2（19，000）

対　　　　　　　　　照　　　34、8　（35腎000）

64時間目透光率　　　　　　第2節　培養濾液の各種溶媒による抽出

　　　　　　　　　　　物質のCanCliClaに対する拮抗性32

28　　　　　　A　実験方法

20　　　　　前節にてCandidaに対する拮抗性の認められたA

　　　　　群菌株及びP．aertlginosaの1％G－P水培養濾液

第13表P．　aer。gin。、。鞭轍添加のC。。dida　から・網溶騨より撒を行・’・夫々の盤禰物

　　　　発育に及ぼす影響　（透光率）　　　　　　　　質のCandi。aに対する拮抗性をみる一一　rrt　E・coli

癌r－一殖124劇48時・・172時間F撚離鰹麗、灘馨簿譲撫
P・aeruginosa濾液添加　　29・0　　27・0　　27．2　　　のエ・・一テルまたはクロPホルムで充分振愚し，溶媒へ

対　　照俳添加）　18・　3　16・0　15・0　の移行層は灘…乾燥して1％G－P水10met！こ溶解し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非移行膠はSeitz濾過器にて濾過した濾液を使用し，

　次にKL，　E．　coli　FC－1，　E．　coli　FC－－2，　St，　alb．　　菌体成分はE．　coli　FC－1の菌体をBoivin法によ

各菌株の72時間培養濾液を添加した場合の透光率は第　　　り，Nん三塩化酪酸にて破壊後透析し，透析外液をエ
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チールアルロールと混和，沈澱物を更にエーテルに　　　第8図P，aeru郎nosa溝液クPロホ’しム抽川液

て洗浄後乾燥し，その5nigを用いて前節圃様に実験し　　　　　　　のCandida発育に及蔭す影響

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IQO

　　B　案験成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ei

　先ずA群菌株培養濾液のクロロホルム。［T－　一テル抽

出物質を添加した際の各抽1到1吻と夫々の残液における

各時間後透光率は第7図のコXL［く・2蛸・間後透光融ま・　　50
　　　　　　　　　　　　　るクロpaホルム抽出液82，2％，同抽出残液27％，エーテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
ル抽出液86．5％，剛lhl，E践液4？％，対1照8．2％，48時

間後透光孫｛は，クpaPホルム抽出液55・5％，同残液22　　　30

％，エーテル抽出液55．5％，i司残液36％，対照19．2

％，72　欄後透光緯，ク・一・”ホルム捌腋43・8％，　　2。

同残液20％，ユーテル抽出液37。2％，岡残液37％馳対

照21％で，Candidaに発育♂111制作用を示す培養濾液
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透
中の物質はク・・ホルム及び晶一テルに溶解し，物に　　光
・。叶ルム駄移行しやすい糠で、ちる。と媚め　禦

た0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　48　　　　　　　　　72　　1博「醤」

第，。。群，㈱液抽聞勿．残液の、、。、、da　　・・｛認麟藩

　　　　発育に及ぼす影響

IOO
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第り4衷繭体抽撫物質（E、coli　FC－1）の

　　　　Calldida発育に及ぼす影響
5。侮・E　　　　．　　（透光潔）

◇梶。　　　　　　＿1：1二二二二二竺墨一鞭！琵一型璽墜豊惚謄遡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　照13QO％　18．0％　14．5％

．XXkte　　菌体拙出物質1既゜％1鰯　％
駕　癖　　　　　　12・・5％・72・醐後・29・・，対照職・3。％，・8％，ユ4、5

“繍　　　 繍鷺劉騨添力「慨㎞di嚇抑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上より，膝内細菌叢の一部細1欝に謝められる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Candidaに対する抽抗作用は，その代謝産物によつて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　機構づけられることを知ることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節P．aeruglnosa培養濾液の透析

2a　　　　48　　　　マ2　時間　　　　　　　　　　と分離PyocyanineのCandida

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する艶育抑制作用

　　また，P．　aerugjnosaの］0日及び14　E！培養濾液クpa　　　　A　実験方法

　ロホルム抽出液のCandidaの発育に対する影響は第　　　　腔内より分離したP．　aeruginosa（塩漂棟）の1％

　8図の如く，14日培漿のものをカツコ内に示すと，24　　G－P水培養濾液中のCandida発育抑制物質の弐豊析性

　時間後透光率78％く82％），48時聞後54％し58％），72　　　と，本濾液から分離したPyocyanineのCandidaに

　時問優46％（48％），対照は夫々50％，24％・20％で　　　対する発育抑制作用について突験した。

　あり，クロPホルム抽出液にCandida　Iこ対する据抗　　　　透析性については，本菌の培養濾液を100η6蕪溜水

　性を有する物質の移行が認められる。　　　　　　　　　中に24時間透祈処理後，Seitz濾過器を通し，その内

　　次にE，coli　FC－1を用い，菌体戒分抽出物質の　　　液，外液及び外液のクロPホルム抽出物質について前

　Candida発育に対する影響をみた成緩は第14表の如　　節同様に爽験を行い，一一’rh－Pyocyafiineは，培鐘濾

・く・各【欄毎の透光率は・24時1鞭22％48時i畷　液に等量のクP・・…tsルムを加え硫分撚し款いで
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等鼠の1％塩酸に逆転させた後，N／10　NaCO3を加え，　　　　第10図　透析内液，外液，抽Fll液のCandidaに

再び等量のクロロホルムを加えてクロロホルム層に移　　　　　　　対する発育抑制作用（1111Jn　riコ’1墓1数）

行させ減圧乾燥して分離し，C、　alb．培義液の10一3菌　　　　　×10“

浮遊液0．1彫を1％G－P水3．07ne　va加えたものにそ　　　7　　　　　　　　　　蛸韓

の各量を加え，37°C，12時間，24時間，48時間後の

透光率を対照と比較測定した。また同一一一培地（5・Olne）　　　　6

のPyocyanine各濃度のものから，平板培地に移し

てCandida集落の発生状態を観察した。　　　　　　　　　5

　　B　実験成績

　透析内液・外液・クロロホルム抽出液を添加培養し　　　　4・　　　　　　　　　　　　内液

翻合の透光率汲び騨鰍力’ら求めtc　lnnh　plqの菌　　　　　　　外液
数は夫々第9図及び第10図の如く，以下菌数（×104）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

駕｝纏8・騨課撹犠㍊，　／・だ撫・
（0．94），対照52，6％（1．62），48時間後では遜光率　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
透析内液33％（3．7），外液38％（3。02），抽出液42％　　　　　　　　　　　／

（2．66），対照16％（6．9），また72時間後では透光率透　　　　1　　　　　／

析内液33，8％（3．58），外液38％（3．02），抽1二U液38％

（3・02）・対照15％（Z3）で・透析夕腋は内液にくら　　　1　24　48　72　時間
ぺてCandidaに対する発育抑制作用はやや強く，透

棚灘難〃°°ホルムで禰し醐合に馳強　時磁では2，e　76％，4“夢8・％、8，，夢86％，2吻9、

い。従つてこの場合のCandida発育抑制物質は，透
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％，刻照45％，48時間後の透光率は2耀では38％，4
析髄机・比較El勺低分強の・ク゜”ホル呵澱　㎎・9％・nv．54％，・吻・・％，対照35％廓し，ま

物質であることが騰さ泌・　　　　　た・吻をカ，1え湖合聯、2剛「1く，12闘寺間後で繭

『次に・Py°cyanineの韻（4・°・帥隔蝋8　照9・％剛し95％，2塒間後醐照26％に対し9。％t

1°P・　2°1n9）を添力“し湖合の12時間・24時融び48時　48醐御対照17．5％闘して・2％の透淋であつ

間後の透光率聯咽卿く・12μ撒では2・mP・．86　た．また，　P，。cy、。i。。濃度、。－8吻／，ne．G．P水，4

％，41㎎86％，8㎎87％，20㎎970／o，対照83％24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間培養から平板培地に移植した場合の集落発生状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は第13図の如くである。
第9 ﾘ難繍謂出液のC“nd’d“　？：　即ち・－g・…a麟・融か・輝されるP・・一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cyanineには，　Candidaに対しかなり強い発育抑制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作用が認められる。
“・

A　　　　　　　・　　第4㎡小指
　　’・、　　　　　　　　1・・°／・　GrP水繍地1・用・・C・・did・醗翻

　　　　＼、　　　　　　　　殖をその透光率から観察したが，S’Et地に腔から分離し
　　　　　　、　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　た雑菌株の培養濾液を添加した揚合の透光率は対照に

　　　　　　　　”『一騰　　く・べ・高く・特・・P・ae・u・・…a培養濾液・・蹴

　　　　　　　　　　　　　　内　液　　　　　い発育抑制作用が認められる。また，KL，　St．　alb，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．coli　FC－1，　E，　coli　FC－2のうも・，　E．　coli　FC・・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では，G－P水培養においても，その濾液添加により

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Candidaの発育は阻害される0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，雑薦株及びP．aeruginosa培喪濾液中のCan一

　　　　　　　　　　　　　　対　照　　　　　didaに対する発育抑制物質はクPロホルム及びエー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テルに溶解するが，特にクPロホルム層に移行しやす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。一方，菌体成分（E・coli　FC－1）拙繊物質には

＼一…　24　　48　　72時間　　Gandidaに対する発育抑制作用1瑠められない。



？8－（341）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　第15巻

第11図pyocyanine加G－P水（2～20㎎／4ηの　　　第12図Pyocyanine加G－P水（40㎎／4mのに
　　　　におけるCandidaの発育　　　　　　　　　　　　　　おけるCandidaの発育
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第13図　Pyocyanine加G－P水（20～SOnlf／C紹）におけるCandidaの発育
　　　　　　　　　　（平板培地移植による発生集落）

　3．P．　aerUginosa培養濾液の透析外液は，内液に

比しCandidaに対する発育抑制力は強く，透析外液　　　　　　　第4章　総括並びに考案
キ　　，

のクPロホルム抽出物の抑制作用は更に強い。なお本　　　　先ずCandidaの膣からの検出頻度をみるため，外

菌培養濾液から分離したPyocyanineはCandidaの　　　来患者154名を調べ，その内22名，】4．3％にこれを検

発育を強く抑制する。　　　　　　　　　　　　　　　　出した。その同定結果は，C．　alb．が81％で最も多く，

　4．以上より，Candidaに対して拮抗作用を示す膣　　　Jorulopsis　glabrataカミこれに次ぎ，その他にC．

内細菌は，主としてそめ中間代謝産物によつてCan－　　Krusei，　C．　tropicalisが認められた。

didaの発育を阻害ずるとみることができる。　　　　　　　次にC．　alb．の発育至適pHをみたが，文献による
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と，その発育pH域はかなり広いもののようで，高山　　　代現錬として発現することは周知の湘りである。その
（1960①はpH　3．6～8，4，水野（1）（SO）②はPH　3．　O－”　　uじ現頻度は，　Weinstein（ユ954）⑦は1’enicillin　1．4．6

9．2と述ぺている。発育盃適pHについては。　Jonson　　％，　Pc　Streptemycin併JIPJ4．65％，　Oxytetracycline

（1954）③はpH　5，1～6，4であるとしているが，・r緒　　　12．92％，　Chloramphenico115，2％とし、　Kostic

の成績ではpH　4．6～6・Oに二｝δいて最も旺盛な発育が認　　　（1955）⑨は1〔〕，1例の腔1・リ：」モナス感染症に局所に12

められ，比較的酸性mediumによく発育することが　　　伊，経口的に11≡149のChiortetracycline，　Oxy一

わかるq従つて，Candidaは比較的er2if1三の腔から検　　　tetracyclineを投与し42，3％にCanCliclaの出現をπ忍

出される場合が多いことは答易に想傷こされるところで　　　め，鈴木（195の④は抗生物質を縢内投亭した8例中

あり，著者の成績では，PH　4・81訊下の縢からは28％，　　Pc　6日間，　Oxytetracycline　8【三1聞投与した各1例

pH　5．〔｝～6．8］・oo／P，　pll　7．　C）以上の腔からは7％に検　　　にCandidaの出現なみたこと癒報1野しており，また

田され，鈴木（1・CJ・r）・（S）④のpH　・L　6L’／下31．25％，pH5・0　　水野（1960）②は，　Pc縢坐藻2－・3国1吏用により10例

～6．　812．5％の成緩とeb尋ま　一致するo寂た一・般に縢内　　　F，tl　3例，ぺ韻ギンユ～5圓使川後61ダ1巾3例，ぺ晶ギ

容のpHの低い妊婦に，訓三妊婦より｛4工出歩fl度が高いこ　　　ンC侠用例21例中7例セこ夫々Candidaの出現な誌め，

とは諸家の認めるところでt妊婦；凱・妊婦の検置麟1渡　　　Z’lexestero1禽有カルバルゾン珪’錠を使用した31［例中

を高1．．t．1（ユ96・）①は19，2％・1・．6％，鈴木（！1．956）④et．　6例醐1内にC・、・did・の醐、と1嚇章・外隠、麟感

22．0％：13、op／。，鍬叡（1954）⑥は32』％：18・O％，　　を訴えたと述べている。縣蓄の成継では，ぺ、、ギン使

須川q961）⑥は40。2％：2．L・8％と報告し，妊婦は1・9　　用例IG例r，・tu　6例（38％）に治療途・II2～6［llにCan－

％から40％，非妊婦では10％から21％の検田率が議げ　　　didaの出現を認め，ぺ漏ギン，　Estrogen　ll1」所θ鱗】

られており，薯者の成績では妊婦24％・非妊姦膏10％　　　例で3例v，E’i　1例に治療中Candidaを検出し得た。以

で，妊婦における検出尋｛の方が遊かに高率であつた。　　上の如く，抗生物償の使用により騰にCaぬdidaの出

このように妊婦に検出率が高いことは臨tro艦enの増　　　現なみることは明らかであり，また抗生物質の経口的

加による膝内酸度の上昇が虫凶をなすと考えられる　　畏期使用に際しては，時として全身的Candida鋸を
が，更に高山（】960，①は妊娠によるEstr◎geエユ代謝　　獺来することがあるが，この騰禽には腸内ビタ；ン脅

の変動と関連して起る血L中ビタミソB2量の滅少も関　　　成細閣叢の発脅阻1Lによる血中ビ声ミンf］1，　B2減

係するという。また奪令別の検出頻慶は，水野（1960）　　少のための全身乃盟粘膜抵抗の減弱に蕪園するとさ

②は20オ代25％，30オ代15．5％，40オ代1］．9％，50才　　れている（Harris（1950）⑨，　Leitne「（i950）⑩・

代6．7％、須111（196・）⑥は2。才代34．2・／。，3。才代27．2　Bi・rm…（1951）⑪，二宮（・954）⑫．：’i・・pt，1（1955）⑱，

％とし，著者の成績では20才代12％，3Q才代19％，4（，　　中村（ユ955）⑭）。しかし，抗生物質そのものに薩接的

才代13％，50才代9％　60才代2％であり”央々差異　　　なCandida発冑促進作用があるか否かについては錨

はあるが，高£賭より2。・－3。才・fllLの比較儲年都高　論があり，　D。gli・tti（1957）⑯は抗生物質はC。ndid。

率に認められることは，これまた膣内容の性状と関係　　　の発育を促進すると4辱に，襟性をも強めると述べ，

があるものと考えられる。また膣内Oandida陽性者　　MQ。re（lg51）⑯，　pappenfort（1951）⑰t襲甘（1g．．

の発症頻度は，水野（1960，②によればCandida陽性　　　52）⑬、菊地（1955）⑲も酸素消費最の増加等から，抗

患渚・の30％と述べているが，著者・の成縫でもこれとほ　　　生物質のCandidaに対する薩接的発育促進作Hlを認

ぽ同率の31・8％に発症を詫忍め，好婦，非妊婦別の党症頻　　　めているが，一方，堂野箭（1952）⑳，獺沢（1955）⑳，

度は1水野（1960）②は妊婦26．5％」晦婦34．2％，　石」li（1960、㊧等は抗生物質はC・ndid・の呼卿こ辮

鈴木（1956）④は妊婦22．7％，非妊婦27．7％を謙げ，　　を与えないとし，またW。。ds（1950）⑧，　PapPen一

著潜の成績では妊婦18．1％，非妊婦45，4％で，妊婦に　　　fort（1951）⑰，　Johnson（1954）③，久傑（1955）⑳，

比し非妊婦に発1儲が多い。このよう醗症搬が寧　水野（196〔））②はP・，St・ept・my・i。，　Chl。・am．

ろ妊婦に少いのは，漏出性騰内容の増盤とEstrogen　　phenicol，　Chlortetracycline等1・こは特にCandida

代謝に基く組織の抵抗性の増大によるものと考えられ　　　に対する発青促進作用はないとしている。著悲もPc，

る。要するにCandidaは，性状の不良な腔内より酸　　Streptornycinを使用し，種々の濃度，培地条件で

性度の高い性状の良好な膣に検出されやすいことは，　　　C・a！b．に対する発育促進1’F用について輿験したが，

他の縢炎起因菌とは趣きを異にしており，油意さるぺ　　　これを肯定し得る成績は偲られず，Candidaの膣内

き点である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審生，並びに抗生物買による騰内出現1こ：は，他の腔内

　さてCandidaは・抗生物質使用に際して所li胃菌交　　　細菌叢との共駿乃灘拮抗現票等1圏」覧の変化力賑i三要な
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作因をなすと考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　告している。著渚はSabouraucl麻1也における温合培

　この点に関し，Pastinsky（1954）⑳は一一般にCan一　　養にて，　St．20gP，　St　cit。にはCandidaに対する

didaの発育はpHと関係があり，腔では腔内容のpH　　　拮抗作用を認めなかつたが，1〈1・，　St．　alb・，　E・coli

が屡々中性乃至アルカリ性に傾くため口腔にくらべて　　　FC－1，　E，　coli，　FC・・2及び頸癌患1鷺腔から分灘した雑

Candidaの検出率が少いとしており，Woods（1950）⑳　　　菌株の内の多数にCandidaに対する轄抗性～詑認め

はCandidaと拮抗状態｝こある細菌叢との栄養の競合　　　た。また，　Candidaの発育を抑制する群（Kl．，　St・

いに注目し，老木（1955）⑳，阿多爽（1955）⑳，小m　　a工b、，E．　coli　FC－1，　E．　coli　FC－－2）と非抑｛llU群（St，

（1960）⑱は細菌叢中の或る種細繭が産生するCan－　　20gP，　St．　cit．）とに別けてPHの変動及び禰消黄の

did．a発育抑制物質を重視している。即ち，　Candida　　状態をみると．夫々lli独培養の際には抑制群調囹111制

症嬉生の前提条件として，④Candida寄鋭個所にお　　　群との間に藩しい養はなく，　Candidaとの漉脅培篠

ける酸度の上銅・，⑧Candidaと栄養の競合いにより　　の際には，糖消費蹟は甥ろ非抑lill群との梶脅培蜘儲罵翌

拮抗性を示す細菌の消退，⑳Candidaに対する発育　　　いて増加しており，このことから，　Candidaの栄譲

抑制物質を塵生する細菌の消退等が雛げられており，　　源である糖の消費の大なる菌株がCandidaの発育な

これを擦Candida症のみに限つた場合，何れの説が　　　抑制するのではなく，また混合培養に齢いて劉糊1鋼群

最も璽視さるべきであるかは今後の研究に侯たねばな　　　に糖消蟄趨：が大である点は，Candiela禽身が消獄す

らぬ現況である。抗生物質投与によつて騰内容にpH　　　るものと湯えられ，拮抗細菌のC乱ndida発密抑制作

の低下をみることは周知の通りであるが，これセこは騰　　　用が単なる栄養素の競奮いによるとの見解に綜耀かに．

の霞雑な生物学的機構も関与するし，抗生物質投与に　　　賛意を蓑し難い。即ち，この楊合の繍抗作用嫉，Can－・

よる縢内Candidaの娼現に対しては，単に酸度の上　　　didaの艶育を阻審する何らかの中間代謝滋物の藤礁

モ昇ばかりでなく環境の変化，膣内細菌叢への影響鳶も　　　によることが推測され，その化学的憶状の掘｛総は，ひ

考慮さるべきである。元来性状の不良な縢内には所謂　　いては騰CandiCla症の成凶の解明1こ役立つものとし

細菌叢として諸雑菌が拮抗平衡の状態で生、棲してお　　　て興味を覚えさせる。

り，抗生物質によりCandidaが出現する際にはこれ　　　　嘗てv，　Mallinckrodt（1952）⑭｝まSt，　aureus，

ら細灘畷聯みられることは墨r嶽（1954）⑳潰　P・。t・…ulg・ri・，　S七rept．　ha・m。1yti、・、駒膿

家（1954）⑥，小川（1958）⑳も指摘し，i醤潜もこれを　　　濾液にCandidaに対する艶宵抑制作用のあ為ことを

認めたが・栄養の競合によるか縮｝購吻質の灘に　鮪しており，最近では小口（ユ96Q）⑳がE．・。1i，

よるかは別として・これら細菌とCandidaとの抽抗　　　Proteus　vu工garis，1〈lebsiellaの培養濾液添加によ

作用がこの場合璽要な因子として働くことは否建し得　　　りCandidaの発育が抑制されることを報じ，宏た

ないと思われる。同時に・Candidaが清浄度の比較的　　　R．工．を使用しての代謝実験から、これら培獲濾液の

良好な膣に高頻度に検出されるところから，D6der－　　Candidaに対する作用機序として菌体内の酸化酌燐

1ein膣桿菌との共棲作用についても検討を要するが，　　酸化阻轡，蛋自生合成の阻鴇を推定している。馨藩

従IR・D6d・rli・麟齢，1琳（・923、⑭．天谷（・9一　は，　K1，　St．　alb．，　E．　c・1i　FC．2，　E．。。li　FC．2の

・・）＠・嚇（・926）⑳，研（・95・）⑭，小川（・958）⑳　繕徽び腔から分離した糊株の・％G－P水培養

によればC・ndid・に対しては影響せぬとし・秋穂　濾液を用いて撒し煽吉果，　E．・・li　FC－1の繊濾
（i956）⑳brk・D6derl・i確1・早齢・撫・去　つてC，　alb，　灘もC・・did・｝・対する鞘齢U糊1がみら批

に発育抑制的に作用したと述べている。著者の爽験成　　　が，雑菌株においてより強い作用がみられ、特にP．

績では・D6de・1・i1噸構略型共V・・C・・did・との　aerugin。・a綴濾液に強い発餌　制闇力魏められ

間には共棲作用は呈さず，拮抗作用も認められなかっ　　　た。また，その抑制物質はクロロホルム贋に移行する

た。従つて以下には，主としてCandidaと他の膣内　　　ことを認め，且つ菌体成分にはその作用はないこと

細菌との間の拮抗作用を実験的に検討し，腔Can一　　を知つた。著者は更に，　P・aeruginosa培養濾液の透

dida症の威因についての基礎的解明を試みた。　　　　　析内液，外液及び外液のクロロホルム抽出物質の3種

小川（・958）⑳はC・・lb・とE…1・，　K1・b・i・11・，　1・ついて轍し，透棚液の…　ホ、レム細獺

P・ae「uginosa各菌株との混合培養においてCandida　　が最も強い抑制作用をあらわすこと及び本菌培養濾液

胞子数の減少をみ・小口（1960）⑱はC・alb・との混　　　から抽出分離したPy。cyanineにCandida対する

合培養によつてKiebsieiia・Proteus　vulgaris，　E．　　発育抑制作用のあることを誌めた。　Pyocyanineは

c°liがその）【ena　C・　a】b・の発醜抑制する・と耀　T・i・h・ph…n，　Mi・r。・p・・e　g・・upセ・撒性舗す
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る（小松（1949）⑰⑯）といわれているが，上記の如　　　　本論文の要旨ほ第24回日本産科婦人科学会関東連合

くC。。did。にもf開する拷えられる．以．hの轍　地方1除の∫li壁一Lにおい碗表した・

成績から，薯三餅は，縢Candida症発生の基礎｝こは，

齢酸鰍び撒菌との蝦の1急論等の【肝と共に，　　　　　　文献
Candidaに拮据1勺に働く縢1ノヨ細菌叢の中間代謝産物　　①高i⊥酸典；日産婦会誌，12言815・1960　　②水野

が一層璽要な因子として関与すそ，ものと考える。　　　　璽光：第12回E】産婦学会宿報要旨　　③Johnson・S・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．：Arch，　Derm．　Syph．，70149，1954　　④鈴木

　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　響：日産婦会誌，12：985，．Z　960　⑥整嫁寛而・伽

　1・外来患蔚154名中22名（14。3％）に，腔から　　　日塵婦会誌，6：369，］、gr，4，　⑥須川　傭・他：El産

Candidaを検出し得た。　JTヒ較的若年者及び鰍；1｝に多　　　婦会誌．｛2：215，　IL961　⑦Weinstoin，　L。　et　al．：

く，また陸内PH・1．8以下の腕内性状の良好なものか　　　New　Eng・J．　Med・，251247．1954　⑧K（，stic，

らの検出率が高かつた。　　　　　　　　　　　　　　　P．：　Zbt．　H．　u．　G．1〈rh，，91：415，1955　⑨Harris，

　2．分離したCandida　28株の内C，　a！b．は23株　　H・J・：J・A・M・A・，142：161，ユ950　⑩Leitner，

（82％）で最も多く，Torul。psis　91aburata　3株（10　　Z，　A、：Brit．　Med．　J，1：491，ユ950　⑪Biermann，

％）がこれに次ぎ，他にC．Krusei，　C．　tropicalis　　H・R・et　a1・：J．　Lab・＆Clin．　Med・，37；39‘t・，ユ951

各1株が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　⑫二窩碁忠：内科の領」或，3；28，1954　　⑬葡Ll進

　3．C．　alb，の発育に耐え得るpH域は比較的広く，　　午。他：剛眠薯噺報，1606：648，1955　　⑭中ll寸楓

pH　4．6～6、0の酸性medium性に発育力鞭も旺盛に　　　男：小診療118：377，1955　⑯DQgliotti，　G．　C．：

認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZbしH．　u．　G，　Kr11．，971169，1957　　⑳Moore，
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